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本書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにしてください。本装置 
をご使用になる前に本書を必ずお読みください。 

A 使用上のご注意 

本装置を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中の名 
称についてはユーザーズガイドの「各部の名称と機能」の項をご参照ください。 


本製品の利用目的について 


本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の 
指導対象になっております。ご使用に際しましては、下記の点につきご注意いただけますよ 
う' よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行われるお 
それがある場合には、事前に弊社相談窓□までご連絡ください。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社相談窓□までご連絡ください。 

弊社相談窓口：ファーストコンタクトセンター 電話番号: 03-3455-58 〇〇 


安全にかかわる表示について 


本装置を安全にお使いいただくために、本書の指示に従って操作してください。 

本書には本装置のどこが危険で、どのような危険に遭うか、どうすれば危険を避けられるかな 
どについて説明されています。また、本装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警 
告ラペルが貼り付けられています。 

本書および警告ラペルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用 
しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 



| 

人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

A 注意 


火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示し 
ます。 


危険に対する注意 • 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
〇な意味を持つものとして定義されています。 


A 

注意の喚起 

この記号は、危険が発生するおそれがあることを表します。 
記号の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

例：感電注意 

A 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示 
は、してはならない行為の内容を図案化したものです。 

例:分解禁止 

② 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、しな 
ければならない行為の内容を図案化したものです。危険を避け 
るためにはこの行為が必要です。 

例：プラグを抜け 


(本書での表示例） 


本書およびラベルで使用する記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示します。 

A 

発煙または発火のおそれがあること 
を示します。 

众 

レーザー光による失明のおそれがあ 
ることを示します。 

A 

爆発または破裂のおそれがあること 
を示します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがある 
ことを示します。 

/b\ 

けがをするおそれがあることを示し 

ます。 


指などがはさまれるおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

特定しない一般的な注意_警告を示 
します。 


行為の禁止 


② 

本装置を分解 • 修理 • 改造しないで 
ください。感電や火災のおそれがあ 
ります。 

⑩ 

指定された場所には触らないでくだ 
さい。感電や火傷などの傷害のおそ 
れがあります。 


ぬれた手で触らないでください。感 
電するおそれがあります。 

㉞ 

火気に近づけないでください。発火 
するおそれがあります。 

⑩ 

水や液体がかかる場所で使用しない 
でください。水にぬらすと感電や発 
火のおそれがあります。 

0 

指定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセントか 

❶ 

特定しない一般的な使用者の行為を 

ら抜いてください。火災や感電のお 

指示します。説明に従った操作をし 

それがあります。 

てください。 


色分けされた部分についての取り扱い注意 


本装置の電源を ON にしたままの状態で内蔵オプションの取り付け/取り外しができる部分を緑 
色で色分けしています。電源、ハードディスクドライプ、メモリボード等は冗長構成とするこ 
とで、電源を〇 N にしたままの取り付け/取り外しが可能となります。緑色の部分以外への内蔵 
オプションの取り付け/取り外しは、必ず本装置の電源を〇 FF にし、すべての電源コードをコ 
ンセントから抜いてから行ってください。 


安全上のご注意 


全般的な注意事項 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 


® 

A\ 

A 


本装置は、医療機器 • 原子力設備や機器、航空宇宙機器_輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても当社はいがなる責任も負いかねます。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、 異臭、異音などが生じた場合は、ただちに本体の POWER スイッチを 
OFF にして電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、お買い求めの 
販売店または保守サービス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原 
因となります。 


針金や金属片を差し込まない 

通気孔や CD - RW / DVD-ROM 装置などのすきまから金属片や針金などの異物を差 
し込まないでください。感電の危険があります。 


|注意を促す記号国危険に対する注意の内容|危険の程度を表す用語 


△注意 



AA 


指定以外のコンセントに差し込まない 

指定された電圧で指定のコンセントをお使いください。指定以外で使うと火災| 
や漏電の原因となります。 


指定以外の場所で使用しない 

本装置は EIA 規格に適合した Express サーパ用の19インチラックに取り付けて使 
用します。本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置し 
ないでください。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりで 
なく、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付のマニュアルを参照する 
か、保守サービス会社にお問い合わせください。 




周 



規格以外のラックで使用しない 

本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 EIA 規格に適合して 
し、ないラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けずに使用したりしない 
でください。本装置が正常に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因 
となることがあります。本装置で使用できるラックについてはお買い求めの販売 
店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


A 注意 

aa \ 

1 海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。本装置を海外で 

1 使用すると火災や感電の原因となります。 


本装置内に水や異物を入れない 

A \ A \ 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火 
災や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF 
にして、電源プラグをコンセントが6抜いてください。分解しないで販売店また 
は保守サービス会社にご連絡ください。 



ラックの設置•取り扱いに関する注意事項 


△注意 


I 定格電源を超える配線をしない 

A I やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐 

I 回路の定格負荷を超えないようにしてください。電気設備の配置や配線に関して 

は、管轄の電力会社にお問い合わせください。 


0 


一人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送 • 設置は二人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスタビライザ 
などによって固定されていないときは不安定な状態にあります。必ず二人以上で 
ラックを支えながら搬送 • 設置をしてください。 




荷重が集中してしまうような設置はしない 

ラックおよび取り付けたデパイスの重量が一点に集中しないようスタビライザを 
取り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが 
倒れてけがをするおそれがあります。 



1人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

ラック用のドアやレールなどの部品は2人以上で取り付けてください。また、ドアの 
取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認してくだ 
さい。部品を落として破損させるばがりではなく、けがをするおそれがあります。 


0 


ラックが不安定な状態でデパイスをラックから引き出さない 

ラックから本装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態(スタビライザ 
の設置や耐震工事など)で引き出してください。 


0 


複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 

複数台のデパイスをラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあります。 
装置は一度に1台ずつ引き出してください。 


電源•電源コードに関する注意事項 





1ぬれた手で電源プラグを持たない 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 


本装置に関する詳しい説明が記載されている「ユーザーズガイド」は添付の 
「 EXPRESSBUILDERJDVD の中に PDF ファイルとして格納されています。 PDF ファイル 
は 「Adobe Reader 」 で閲覧することができます 。 Adobe Reader は、 Adobe のホームぺ一 
ジから無償でダウン□-ドできます。 EXPRESSBUILDER 内にホームページへのリンクが 
あります。印刷されたユーザーズガイドが必要な場合はお買い求めの販売店に次の型番で 
申し込んでください。 


型番： UL 9020 -485 


また、 DVD - R 〇 M に収められているオンラインドキュメントの一部は、次のホームページ 
からダウン□ー ドすることができます。 


[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 


安全上のご注意■つづき- 


電源•電源コードに関する注意事項 


△注意 


指定以外のコンセントに差し込まない 

AA 

指定された電圧でアース付のコンセントをお使いください。指定以外で使うと火 
災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるような場所には設置 
しないでください。本装置の電源仕様に合っていないコードに接続すると、コー 
ドが過熱して火災の原因となります。 

A | 

1 たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となる 
おそれがあります。 


1 中途半端に差し込まない 

AA\ 

電源プラグは根元までしっかり差し込んでください。中途半端に差し込むと接触 
不良のため発熱し、火災の原因になることがあります。また差し込み部にほこり 

1 がたまり、水滴などが付くと火災の原因となるおそれがあります。 


指定以外の電源コードを使わない 

AA 

本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源 
コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次のよ d な行為を行 
わないでください。 

• コード部分を引っ張らない0 • 電源コードをはさまない0 

• 電源コードを折り曲げない。 • 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじらない0 • 電源コードの上にものを顏せない0 

• 電源コードを改造•力□エ•修復しない。_電源コードを束ねたまま使わない。 

• 電源 コー ドを ステー ブラ等で固定しない0 

• 損傷した電源コードを使わない。(損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にご連絡ください。） 


1 添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

AA\ 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その 
安全性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでくださ 
し、火災や感電の原因となるおそれがあります。 


設置•移動•保管•接続に関する注意事項 


△注意 


|カバーを外したまま取り付けない 

AAI 

本装置のカバー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置 
内部の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って 
火災や感電の原因となることがあります。 


指定以外の場所に設置しない 

產⑱ 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ 
し、火災の原因となるおそれがあります。 

• ぼこりの多い±昜所〇 • 直射日光が当たる場所0 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 • 不安定な場所。 

盒 1 

1指を挟まない 

ラックへの取り付け/取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな 
いよう十分注意してください。 


1リリースレパーを指で押さない 

A 

ラックへの取り付け-取り外しの際に装置はいったんロックされた状態になりま 
す。ロックされた状態を解除するためのリリースレバーが装置の両側にあります 
が、このレパーはドライパなどの工具を使って押してください。指で押すとけが 
をするおそれがあります。 


1プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

AA\ 

インタフェースケープルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントがら抜 
いて行ってください。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接続したままケー 
プルやコネクタに触ると感電したり、シヨートによる火災を起こしたりすること 
があります。 


I 二人以下で持ち上げない 

fsT \ 1 本装置の質量は最大で 47 Kg あります。持ち運びの際に腰を痛めるなどのけがを 

1 防ぐために本装置は三人以上で底面をしっかりと持って運んでください。また、 

■ フロントべゼルが取り外された状態にしてから持ち運んでください。 


△注意 




A 


腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 
の存在する環境に設置し、使用しないでください。 

また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電 
性の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。装置内部のプリン 
卜板が腐食し、故障および発煙•発火の原因となるおそれがあります。もしご使 
用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店または保守サービス会社にご相談く 
ださい。 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 

インタフェースケープルは、 NEC が指定するものを使用し、接続する装置やコネ 
クタを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続 
先を誤ったりすると、シヨートにより火災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケープルの取り扱いや接続について次の注意をお守りくだ 
さい。 


• 破損したケープルコネクタを使用しない0 
• ケープルを踏まない。 

• ケープルの上にものを載せない0 
• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない。 
• 破損したケープルを使用しない。 


お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 





AA \ 

② 


AA 


自分で分解•修理•改造はしない 


本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を行ったりし 
ないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の危 
険があります。 

CD - RW / DVD - ROM 装置の内部をのぞかない 

CD - RW / DVD-ROM 装置はレーザーを使用しています。電源が ON になっている 
ときに内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レー 
ザー光が目に入ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません)。 
リチウムパッテリやニッケル水素パッテリ、リチウムイオンパッテリを取り外さない 
本装置内部にはリチウムパッテリやニッケル水素パッテリもしくは、リチウムイオン 
パッテリが取り付けられています(オプシヨンデパイスの中にはリチウムパッテリや 
ニッケル水素パッテリもしくは、リチウムイオンパッテリを搭載したものもありま 
す)。パッテリを取り外さないでください。パッテリは火を近づけたり、水に浸けた 
りすると爆発するおそれがあります。 

また、パッテリの寿命で本装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•交 
換などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。 


電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 


お手入れや本装置内蔵用オプシヨン(ホットスワップ可能なデパイスを除く）の取 
り付け/取り外し、装置内ケーブルの取り付け/取り外しは、本装置の電源を OFF 
にして、電源プラグをコンセントが6すべて抜いて行ってください。たとえ電源 
を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の部品に触ると感電するおそ 
れがあります。また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でぼこりやゴミを 
よくふき取ってください。ぼこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、 
火災の原因となるおそれがあります。 


A 注意 


A 


高温注意 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型のハードディスクドライブなどをはじ 
め本装置内の部品が高温になっています。十分に泠めたことを確認してがら取り 
付け/取り外しを行ってください。 


A 


中途半端に取り付けない 

ポードやインタフェースケープルは確実に取り付けてください。中途半端に取り 
付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 


AA 


コネクタカバーを取り付けずに使用しない 

内蔵デパイスと接続していない電源ケーブルのコネクタにはコネクタカパーが取 
り付けられています。使用しないコネクタにはコネクタカパーを取り付けてくだ 
さい。コネクタカパーを取り付けずに使用すると、コネクタが内部の部品に接触 
して火災や感電の原因となります。 


A 


感電注意 

本装置の PCI パスと冷却ファン、ハードディスクドライプ、電源ユニット（冗長構 
成時のみ)はホットスワップに対応しています。通電中に部品の交換をする際は、 
内部の部品の端子部分などに触れて感電しないよろ十分注意してください。 


運用中の注意事項 

A 注意 


r ットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置の内 
部に入って火災や感電の原因となります。 

雷が鳴ったら触らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて本装置には触れない 
でください。火災や感電の原因となります。 


AA\ 

€ I 


A 


装置の上にものを載せない 

載せたものが倒れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 




自分で FAN を取り外さない 

FAN の交換は保守サービス会社に依頼してください。動作している FAN を外すと 
指を挟んでけがをするおそれがあります。 


警告ラベルについて 


本装置内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラべ 
ルが貼り付けられています。これは本装置を操作する 
際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただく 
ためのものです（ラペルをはがしたり、汚したりしない 
でください）。もしこのラペルが貼り付けられていな 
い、はがれかかっている、汚れているなどして判読でき 
ないときは販売店にご連絡ください。ラペルに貼られて 
いる内容をよく読んで警告事項を守ってください。 


ラペルの貼り付け位置 



製品の譲渡と廃棄について 


八ードディスクドライブ内の大切なデータを完全に消去していますか？ 0 S 上からは見え 
なくなっていてもハードディスクドライブ上に残っている場合があります。第三者へのデー 
夕漏洩を防止するために、市販のツールや保守サービス(共に有償)を利用して、お客様の責 
任において消去してください。 


• 第三者への譲渡について 


本装置を第三者に譲渡（または売却)するときは、本書ならびに添付の部品や説明書、ライセ 
ンス許諾書などのドキュメントもいっしょにお渡しください 。 「EXPRESSBUILDERJDVD 
には本製品のユーザーズガイドが PDF ファイルとして格納されています。譲渡や売却の際に 
は、必ず渡してください。 


• 消耗品•本装置の廃棄について 


本体およびハードディスクドライプ、 DVD - ROM や才 
プシヨンのボードなどの廃棄については各自治体の 
廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へ 
お問い合わせください。 

本装置に搭載されているバッテリ（右図参照)の廃棄 

(および交換）についてはお買い求めの販売店または 

保守サービス会社までお問い合わせください。 

なお、装置添付の電源ケープルにつきましても、他装置 
への転用を防ぐため、本体と一緒に廃棄してください。 


リチウムパツテリ 



「賢- 健康を損なわないためのアドバイス- 

このコラムでは、コンピュータ機器を使用する上で健康を損なわないため注意していただきたい 
ことがらを記顏します。身体に負担がかからないよう心掛けましょう。 

• よい姿勢で作業をしましょう。 • キーボードの角度を調節しましょう。 

參ディスプレイの向きや明るさ（ブライトネス）、參ときどき軽い体操をするなど、気分転換を 
コントラストを見やすく調節しましょう。 気分転換をはかりましょう。 

その他 

本製品を安全に正しく取り扱うための説明や注意事項は、オンラインドキュメントの「ユーザーズ 
ガイド」で詳しく記載されています。 


裏面に続◊昤峰峰 























































































































































( 4 ) レールブラケットの下側が装置 
の下側の位置になるようにスラ 
イドレールアセンブリの位置決 
めする。 



アセンブリの先端下 
部の右下に位置して 
いる） 


⑤スライドレールアセンブリの 
ラック背面側を左右各1ヶ所(合 
計2ヶ所）ともネジ A で固定す 
る。 



1 




® 反対側のスライドレールアセンブリを 手順©〜® と同様の手順で取 
り付ける。 


• スライドレールアセンブリにある 
フレーム先端がラックの角穴のフ 
レームに突き当たっている状態 
で、レールのネジ穴 (4 個）が角穴か 
ら確実に見えていることを確認し 
てください。 

• スライドレールアセンブリが水平に 
位置決めされていることを確認して 
ください。 


• スライドレールを取り付ける際、 
スライドレールを傾けるとイン 
ナーレールが飛び出してくる場合 
があります。 

• スライドレールアセンブリの取り付 
け方向を確認してください。 

—ブラケット面をラック外側へ 
-レールには、左右があります。 
レールブラケットの刻印 
(Front—L/Front—R を確認して 
ください。） 

• ラック前後の支柱にはネジ止め用の 
角穴があります。 NEC 製のラックで 
は、 1U 単位に丸い刻印があります。 
図のように刻印がスライドレールア 
センプリの先端(下側）に位置するよ 
うに位置決めしてください。 

• レールブラケットは 3U の高さがあり 
ます。 

• ツメが角穴にロックされていること 
を確認してください。 


、右上からの続き 

@本装置をいったんラック 
へ押し込んで取り付け位 
置を確認する。 


' ラックへ戻す場合は、本装 
置側面のレールにある緑色 
のリリースレバーを押しあ 
げ、ラッチされた状態を解 
除してください。このとき 
に指を挟んだりしないよう 
十分に注意してください。 

• リリースレバーはドライバ 
などを使って押しあげてく 
ださい。指で押すと指を挟 
んでけがをするおそれがあ 
ります。 

* リリースレバーは片側に2 
種類あります。緑色のレ 
バーのみ操作してくださ 
い0 



Step 4 ケーブルを接続する 

ケープルを本装置にあるコネクタに接続します。 

「ユーザーズガイド」の「八ードウエア編」を参照し 
@ p てください。 



( Q ) 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの 
動作に問題がないことを確認する。 

@電源コードやすべてのインタフェースケーブルを取り付ける。 


ケーブルを取り付ける際は、この後の「ケーブルを接続する」で説明している注意事項を 
必ずお読みになってから取り付けてください。 


@前面の手ネジ2本で本装 
置をラックに固定する。 




以上で完了です。次の手順へ進んでください。 


ディスプレイ装置 不可 


コンセントは AC100V 平行二極ァース付 AC200V を使用する場合は AC200V 専用 
きのものを使用すること の AC ケーブルを使用すること 


サービス£サボート 


Express 5800シ ij ーズ製品に関するサービスとサポートの紹介 

です。 

ファーストコンタクトセンター ( TEL : 03-3455-5800) 

Express 5800シリーズに関するご質問 • ご相談は「ファーストコンタ 
クトセンター」でお受けしています。 

エクスプレス受付センター ( TEL : 0120 -22-3042) 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に 
連絡する「エクスプレス通報サービス」の申し込みに関するご質問•ご相 
談お受けしています。 

インターネット： 8番街 （ http :// nec 8. com /) 

製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載です 0 

インターネット ： Club Express ( http :// club . express . nec . co . jp /) 
『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介してい 
ます。 


Step 5 電源を on にする 

ディスプレイ装置および接続している周辺機器の電源を ON にしてから、前面 
の POWER スイッチを押して電源を ON にします。 

電源を〇 N にすると、 Express サーバは自己診断プ□グラム （ POST ) 
mm を実行します。詳しくは、「ユーザーズガイド」の「八ードウエア編」 

-「基本的な操作」一 「 POST のチェック」を参照してください。 


POWER/SLEEP ランプ 



POWER スイッチ 


電源 ON 後、システムの Basic Input Output System 
(巳 I OS ) の設定を変更するためのユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが表示されます。 


商標について 


EXPRESSBUILDER と ESMPR 〇、 DianaScope は日本電気株式会社の登録商標です。 
Microsoft および Windows、Windows Server は米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 Linux は Linus Torvalds 氏の日本およびそ 
の他の国における商標または登録商標です 。 Red Hat、Red Hat Enterprise Linux は、米 
国 Red Hat ， Inc . の米国およびその他の国における商標または登録商標です。その他、記載 
の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 


このマニュアルは再生紙を使用しています。 

© NEC Corporation 2008 

弊社の許可なく複製 • 改変などを行うことはできません。 


* メッセージが表示された後に F2 キーを押すと起動します。メッセージの内容が異 
なる場合もありますが、それぞれのメッセージで F2 キーを押すと起動します。 

セキュリティ機能を使用したり、オプションデパイスを 
接続する場合や、管理ソフトウェアとの機能の連携をす 
る場合などに起動します(通常は出荷時の状態でも問題 
ありません）。 

操作方法や設定の詳細については「ユーザーズガ 
イド」の「ハードウェア編」一「巳 I 0 S のセツトアツ 
プ」一「システム巳 I 0 S 」 を参照してください。 

しばらくすると、内蔵の RAlD 装置や外付けの RAlD 装置 
(オプション）に対する設定をするためのユーティリティ 
「MegaRAID Configuration Utility 」 の起動を促すメッ 
セージが表示されます。 


國 


Step 6 システムをセットアップする 

本装置をお使いになれる状態にセットアップします。 

Windows に関する詳細は、「ユーザーズガイド」の「導入編」を参照してください。 
mm また、セットアップの完了後に「障害処理のためのセットアップ(ユーザーズガイ 
ド参照)」を行ってください。 

く Windows Server 2008 / Windows Server 2003 x 64 Editions / Windows 
Server 2003カスタムインス I ルモデルの場合〉 

① システムの鼋源を ON にする。 

② [使用許諾]画面で[同意します]を選択して、次に進む。 

③ 表示される内容に従ってセットアップを進める。 

④ セットアップを完了し、再起動後、ログオンし、ネットワークの設定や各種ドライバの 
セツトアップをする。 


「EXPRESSBUILDERJDVD には、システムの管理を容易にするためのさまざまな専用アプリケーションが格納されています（購入時のハード 
ディスクドライブにインストール済みの場合もあります）。 Windows の起動後、本装置に EXPRESSBUILDER をセツトすると表示される「才一 
ト ランメニユ ー」から アプリケーションはインストールで きます。 また、アプリケーションには、管理用 PC にインストールするものもありま 
す。詳しくは、 EXPRESSBUILDER に格納されているユーザーズガイドまたは電子マニュアル（オンラインドキュメント）をご覧ください。 


* メッセージが表示された後に Ctrl+H キーを押すと起動します。 

オプションを搭載、または接続していない場合は、起 
動する必要はありません。また、設定はシステムの 
セットアップを完了した後からでも行えます(通常は 
出荷時の状態でも問題ありません)。 

操作方法や設定の詳細については「ユーザーズ 
關 ガイド」の「八ードウエア編」一「ディスクアレイ 
コンフィグレーション」を参照してください。 


<その他のモデルの場合> 

_スセットアップを使用できません。インス!ルする場合は、各 0 S のインストレー 
シヨンサプリメントガイドを参照し「マニュアルセットアップ」を使用してください。 

① システムの電源を 0 N にする。 

② Express サーパの CD - RW / DVD - R 0 M 装圖こ 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットする。 

③ リセットする （ Ct 「 l + Alt + Delete キーを押す）か、電源を 0 FF /0 N にして Express 
サーバを再起動する。 

EXPRESSBUILDER からシステムが起動します。 

④ [シームレスセットアップ]をクリックする。以降はメッセージに従って進んでください。 
< Linux ®> 

BT 0 (工場組み込み出荷)モデ j レの初期設定 

本体の電源を 0 N にするとインストール済みの 0 S が起動します。続けて Linux サービスセッ 
卜に添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の初期導入設定を行っ 
てください。 

0 S が未インス I "ールの場合.再インストールの場合 ( Linux サービスセットを購入している場合） 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD にネ各納されているオンラインドキュメント「ユーザーズ 
ガイド」の 「 Linux のセットアップ」を参照し、「シームレスセットアップ」を行ってください。 
0 S が未インストールの場合 • 再インストールの場合 ( Linux サービスセットを購入していない場合） 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキユメント 「Red Hat ® 
Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat 
Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセッ 
トアップ」を行ってください。 

• セットアップ時にドライバディスクを作成する必要があります。別途ドライバディ 
スク用に空きフロッピーディスクを1枚ご用意ください。 

• 本製品にはフロッピーディスクドライブが搭載されていません。別途 USB フ□ッ 
ピーディスクドライブをご用意ください。 


Step 7 フロントべゼルを取り付ける 


謹 


すべてのセットアップを完了した5、 
システムのセキユリテイのために添付 
のフロントべゼルを取り付けてくださ 
い(添付のキーでのみ、ロック/解除が 
でぎます)。 



■♦♦♦表面からの続き 



A 安全に関するご注意 

装置をセットアップする前に 
「ユーザーズガイド」の 

「安全にかかわる表示について」 
「使用上のご注意 

~必ずお読みください一』 

をお読みの上、注意事項を守って 
正しくセツトアップしてください。 


i を開けてからサーバが使えるようになるまでの手順を説明します。このスタートアップガイドに従つ 
て作業してください。 


Stepl 添付品を確認する 

梱包箱を開け、添付品がそろつていることを確認してください。 


本体 

スタートアップガイド(本書） 

EXPRESSBUILDER 

(856-807555-001) 

フロントぺゼル 
スライドレールセット 
アー ムストッ パー 

ネジ ( A ) x 4 
ネジ ( B ) x 2 
ケープルタイ x 10 
お客様登録申込書 


圓 


「ユーザーズガイド」の「八ードウエア編」一「オプションの 
取り付け」を参照してください。購入時の八ードディスク 
ドライブにオペレーティングシステムがプレインス I 
ルされていないモデルの場合は、標準の八ードウエア構 
成でオペレーティングシステムのセツトアップを完了し 
てから取り付けることをお勧めします。 


Step 3 ラックに設置する 

本装置は EIA 規格に適合した19型(インチ)ラックに取り付けて使用し 
ます。次の条件を守ってラックを設置した後、本装置を取り付けます。 

下図または「ユーザーズガイド」の「八ードウエア編」一「設 
置と接続」一「設置」を参照してください。 



[ラックへの搭載手順] 

( D 取り付け部品を確認する。 


保証書 

(本体梱包箱に貼り付け6れています） 
DianaScope License 
(856-124411-001) 

電源コード x 2 
キー x 2 

(フロントぺゼルに貼り付けてあります） 
ケープル アーム 
PIA update FD 
(856-127317-001) 

ご使用時の注意事項 


H 添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD は、セットァップ(ま 
たは再セツトアツプ)の時に必要となりますので大切に保 
管しておいてください。 

ユーザーズガイドは 「 EXPRESSBUILDERJDVD の中に 
オンラインドキュメントとして格納されています。ユー 
ザーズガイドやその他のオンラインドキュメントは 
Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです 。 Adobe 
Reader は、 Adobe のホームページから無償でダウン□一 
ドできます。 

* ご注文の構成により、上記以外の添付品が同梱されている場合があります。 


Step 2 内蔵型オプションを取り付ける 

本装置内蔵用のオプションを取り付けます。 



f ⑥ 


項番 

名称 

数量 

備考 

:: '暴:: 1 

フロン ト ぺゼル 

1 


、2 

スライドレールアセンブリ(し） 

1 

部品に 「 L 」 の刻印あり。 

® j 

スライドレールアセンブリ ( R ) 

1 

部品に 「 R 」 の刻印あり。 

④ 

ケーブルアーム 

1 


、5 - 

アー ムス.卜.ッパ 

1 


⑧ ； 

ケーブルタイ 

10 

長さ 25 cm 

⑦ 

ネジ A 

4 

2本は予備 

⑧ 

ネジ B 

2 



© 本装置を取り付ける位置(高さ）を決める。 


本装置の髙さは 4U です。レールの下側と装置の下側の位置が同じになります。 
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正面側 


□ 

□ 




□ 
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FRONT 


□ 

□ 
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国 
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41) 


no 

□ 
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，細 




TO 

□ 

□ 

画 




匿 

□ 

□ 


fr 




□ 

□ 


m r 


□ 

□ 


1 1 


□ 



(3) 黒いレパーで部品がロックされて 
いることを確認する。 


ロックされていない場合には、ロック 
してください。 

ロックは前後左右の4ケ所あります。 
全てのロックを確認してください。 


室内温度15■〇〜25での範囲が 
保てる場所での使用をお勧めします。 



ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感鼋するおそれがあります。 

内蔵型オプションの取り付け•取り外しは電源コードをコンセントから抜いて行ってください。 

雷が鳴り出した5ケープル類を含め装置に触らないでください。落雷による感電のおそれがあります。 
r ユーザーズガイド j に記載されている内容を除き、分解•修理•改造を行わないでください。 


△注意 


持ち運びの際は三人以上で装置の底面をしっかりと持って運んでください。 

7 JC , 湿気、ほこり、油、煙の多い場所、また直射日光の当たる場所に設置しないでください。 
電源コードは指定の電圧、コンセントに接続してください。 

電源コードはタコ足配線にしないでください。 
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すでに取り付けているスライドレールアセンブリとおなじ髙さに取り付けていることを確 
認してください。 



( D ケーブルアームをインナーレール 
(装置背面から見て右側)に取り付 
ける。 


ケーブルアームの突起とインナーレー 
ルの穴をあわせるように取り付けま 
す。 


NEC 社製のラックへ搭載する場合は、 
スライドレールアセンブリにネジ巳で 
アームストツパを取り付けます。 


(9) ケーブルアームの反対側をアウ 
ターレール(装置背面から見て右 
側）に取り付ける。 




アームストッパの折り曲げ位置 
が突き当たるようにアームス 
トッパを矢印方向に押しながら 
ネジ止めする。 


，左下へ続く 


J SBISSO □ □ C 






























































































































































































































































































































































































